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地域医療医・総合医  養成プログラム  

哲西町診療所 

 哲西町の概要,施設の概要 

 

 哲西町（平成１７年３月３１日～合併により新見市哲西町）の概要と実践している地域包括医療

について説明します。 

 哲西町は岡山県西北端にあり、人口 2,550 人、高齢化率 42％で平成３年から７年、総合福祉施設

（特別養護老人ホーム、ショートスティ、ケアハウス、高齢者生活福祉センター、在宅介護支援セ

ンター、ホームヘルプスティション、ディサービスセンター、老人憩いの家、ビリヤード場、グラ

ンドゴルフ場）を新設し、在宅福祉と施設福祉が一元的に整備された。平成９年、町民意識調査で、

医療充実を望む声が最も多く、３分の２が診療所新設を要望した。 

 これに対し、保健医療福祉のほか行政、教育、文化など各種機関を一箇所に集約した全国でも全

く新しいタイプの複合施設「きらめき広場・哲西」〔役場本庁（平成１７年３月３１日～合併により

新見市役所哲西支局）、診療所、歯科診療所、保健福祉センター、生涯学習センター、図書館、文化

ホール〕を建設した。特に役場本庁（平成１７年３月３１日～合併により新見市役所哲西支局）内

に診療所が併設されることは珍しいが、「町民が一番望むものを、行政サービスの中心に置くのだ」

という考えからである。図書館、生涯学習センターと一体的に設置されることも珍しい。医師、歯

科医師も確保し１年２ヶ月続いた無医町を解消。更に保健師３名に増員、管理栄養士も新採用され

た。医師が町長、教育長（平成１７年３月３１日～合併により新見市哲西支局長）と同居すること

で「町の方向性」につき随時、的確に提言でき、最重要施策である地域包括医療の実践へとつなが

った。また「医療も行政サービスの一環」と捉え、行政マンも医療に対して理解し、医師も行政の

仕組みを充分理解し、互いに協力している。 

 悲しい事例だが、元気な独居老人が亡くなって、数日後に発見された。これを教訓に独居老人対

策が充実されるなど町の施策に反映できたことも、医師と町長（平成１７年３月３１日～合併によ

り新見市哲西支局長）が同居し、話がスムーズに出来たからである。 

 役場内に基幹型在宅介護支援センターを新設し、地域ケア会議や保健医療福祉関係者研修会を開

催するなど、スタッフの連携や資質向上に力をいれている。 

 ケア会議は月１回、役場（平成１７年３月３１日～合併により新見市役所哲西支局）、福祉施設、

社協、診療所、歯科診療所から参加し、個々のケース検討を重ね、今後の方針を話し合っている。

場合によっては、制度新設や変更を提言する等、施策にも反映している。医師、歯科医師の参加は

珍しいが、毎日訪問するヘルパーの情報を充分生かせる。 

 国民はどこにいても同じレベルの医療を受ける権利を有することは言うまでもないが、日進月歩

する医療界にあっても住民のニーズに応えるべくへき地診療所も聴診器１本時代から脱却し医療機

器等も徐々に整備され、へき地においても現代の医療に遅れることなくきちっとした医療が提供さ

れようと努力されている。 

 診療所は「かかりつけ医」としてあらゆる科の一次医療を担い、役場当直を通じ、いつでも相談

にのれる医療を展開している（２４時間３６５日体制）。 

 道路や橋を造るのと同じ考えで整備されたヘリカル CT や電子内視鏡（胃・大腸）など高度機器
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を駆使し的確な診断に心がけ、早期癌も２０数人発見された。 

 病診連携に努め、月３０例の紹介状を書き、病院との情報交換を大切にしている。 訪問診療、

在宅酸素療法、訪問看護も行ない、終末期の在宅死についても支援している。介護スタッフから日

に４～５件の相談があり、緊急時はもちろん、些細なことでも、医師に遠慮などせず、伝えてもら

うことにより、夕方でもすぐ対応している。逆に褥創ができれば、一晩で潰瘍ができるので、介護

スタッフにすぐ連絡し、その日のうちにエアマットをしいてもらったり、医療だけ、福祉だけでは

解決できない問題を、全スタッフの連携で、即座に解決される。 

 構内ポケベル呼び出しシステムを導入し、診療の待ち時間、読書や趣味に有意義に時間を使える。

また図書館に子供と一緒に来る親と保健師の係わりができ、健康意識が低い壮年層へのアプローチ

もしやすくなるなど、役場（平成１７年３月３１日～合併により新見市役所哲西支局）や図書館に

来た人へも健康に興味をもって貰える。また、診療所に来た高齢者が図書館で、子供と触れ合い、

心の励みに繋がったり、子供にもいたわりの心が芽生えている。 

 元気老人対策として、ボランティアが中心となりミニディサービスを１１地区で毎月開催してい

るが、皆大変楽しみにしており、３００人以上の参加がある。福祉スタッフだけでなく、保健師・

看護師も参加し健康チェックもしている。そこで「最近フワ～とする」と相談された保健師が診療

所へ連れてきて重症の不整脈がわかり、すぐに病院に紹介しその日の内にペースメーカーを入れて

助かった人もいた。たとえ福祉の事業でも福祉スタッフだけでなく色々なスタッフの参加により住

民が得した例である。 

 健康づくり推進協議会では、各世代における健康づくりの意見を聞き施策に反映している。ここ

で小学校長から「子どもの健康が危ない。何とかしたい。」との話があり検討された結果、スタッフ

の連繋を活かし、更に小中学校、PTA が協力し、県内では珍しい小・中学生と親の血液検査を実施

し、生活習慣を見直す子供健康づくりネットワーク事業も始めた。 

 基本健診の各地区結果説明会や各地区ミニディサービスの健康講座に医師も参画し、保健活動を

強化している。顔見知りだけ集まるため、医師を目前にしても緊張せず、気軽にたくさんの質問が

出される。 

また、健診のデータは必ず主治医に知らせ、日常診療に役立ててもらっている。診療所から依頼し、

管理栄養士による食事指導も始めた。 

 保健センターと歯科診療所の併設も珍しいが、それを生かし成人歯科検診、寝たきり訪問歯科指

導を始めた。 

 連携の効果のひとつに、福祉制度を広く住民に知らせ、特別障害者手当の受給者が６人から１５

人に増えた。肢体不自由の場合、立ち上がりができなければ、ほぼ該当となり、月２万６千円支給

される。これは役場福祉係の担当だが、実際に発見の機会が多いのは、ヘルパーや往診医師などで

ある。これは障害者が急に増えたのではなく、全スタッフが制度に精通し連携の徹底で、誰が訪問

しても相談窓口になれ、該当者の掘り起こしができたからである。 

 哲西町では、住民が最も切望した診療所を行政の中心に置き、生活基盤である「医療」に力を入

れ、更に保健福祉センターや教育行政も同一施設内に設置した。従来は連携が難しかったこれらの

スタッフが繋がりをもち、そのうえを住民が自由に行き来することにより、身近できめ細やかな総

合的サービスの提供が可能となった。このように、全世代的、包括的、総合的に健康づくりに取り

組みそれぞれの分野で効果が上がった。今後の地域包括医療は、地道な医療活動からはじまり、保

健福祉を巻き込むことは勿論、教育、文化、産業などあらゆる分野に影響を与えまた連携すること

によりまちづくりを大きく変化させていく。地域ではまさに医療が町を大きく変えるだろう。 
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 一般目標 

 地域保健・医療を必要とする患者とその家族に対し、全人的に対応するため、地域における

医療の社会的側面を理解し、チーム医療体制の中で問題解決の能力を身につける。また、へき

地における予防医学の重要性について認識する。 

 

 

 行動目標・経験目標 

（１）診療所の役割について理解する 

  ①かかりつけ医として 

  ・あらゆる科の一次医療（決して専門ではないから断るといった医療ではなく何でも診る医療） 

  ・いつでも診る医療（２４時間３６５日体制） 

  ②高度機器をも駆使ししっかりした診断 

  ・大変な病気、癌かなーと思ったときかかってもらえる診療所づくり                                                                                                                   

（決して勝手に大病院に 受診されるのではなく） 

  ③そのためにもしっかりした病診連携することが必要（詳しい紹介状の必要性） 

（２）へき地医療について理解する 

  ①へき地住民の医療に対するニーズを理解する。 

  ②へき地の抱える問題点を理解する 

  ③へき地医療に対し行われている対策を理解する。 

  ④へき地診療所の特徴を理解する。 

（３）保健や福祉介護との連携や地域包括医療（ケア）の重要性を理解する 

  ①在宅医療を理解する 

  ②保健福祉介護スタッフとの連携について理解する 

  ③予防医学、保健活動について理解する 

  ④医療と行政との連携について理解する 

  ⑤地域包括医療（ケア）について理解する 

  ⑥地域包括医療（ケア）が教育文化産業などに影響を与え町づくりの一翼を担っていることを理解する 
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方 略 

－まずは出来ることは何でもやって頂く。実践型研修（見学型研修ではなく） 

 

【診療所の医療】 
○外来診療（慢性疾患やあらゆる科の一次診療）の実践 

○診療終了後、夕方より症例検討会（全てのカルテの全ての記載について検討） 

○救急患者（外傷も）診療の実践 

○休日、夜間の診療の実践 

○Ｘ－Ｐ撮影、ＣＴ撮影、超音波（腹部、心臓、甲状腺など）、胃内視鏡の実践 

○大腸内視鏡の見学と介助 

○初診患者カンファランス 

○ＸＰフィルム読影会 

○CT フィルム読影会 

○胃・大腸内視鏡フィルム読影会 

○紹介状も書いたり直接病院との電話を通した病院連携の実践 

 

【在宅医療や福祉介護関連】 
○往診、訪問診療、在宅酸素療法の管理の実践 

○在宅ターミナルケアの実践 

○訪問看護とＴＶ電話診療システムによる在宅医療の実践 

○特養ホームの診療の実践 

○主治医意見書作成の実践 

 

【チーム医療】 
○複数医師体制によるチーム医療（２人主治医制としてそれぞれの患者に責任を持つ） 

○夕方の診療所内スタッフカンファランスや診療所スタッフとの懇談会などを通し、チーム医療、

コメディカルとの連携 

 

【保健事業】 
○予防接種（小児、高齢者のインフルエンザ）の実践 

○乳児、１才６ヶ月、２才６ヶ月、３才６ヶ月健診の実践 

○子どもの健康づくりネットワーク事業への参加 

○各地区の健康教室への参加 

 

【学校医】 
○小中学校・幼児学園の健診の実践 
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【産業医】 
○産業医（工場や施設）の実践 

 

【へき地医療のしくみと地域包括医療（ケア）】 
○哲西町の地域視察（住民の生活環境や名所など） 

○哲西町の施設見学と概要説明（「きらめき広場・哲西」、総合福祉施設など） 

○指導医による地域包括医療（ケア）の講義 

○町長（平成１７年３月３１日～合併により新見市哲西支局長）による町の方向性と地域包括医療

（ケア）の位置づけの講義 

○健康福祉担当課長、保健担当事務官、福祉担当事務官、保健師、管理栄養士、社会福祉協議会事

務局長、総合福祉施設長、ケアマネージャーなどから「地域で期待される医師像」と「哲西町で地

域包括ケアがはじまった平成１３年以前と以後の変化」について講義 

○地域ケア会議への参加 

○実際の患者を通して保健福祉介護スタッフとの連携 

○健康づくり推進協議会、特養入所判定委員会など各種会議への参加 

○町長（平成１７年３月３１日～合併により新見市哲西支局長）との懇話会 

○町幹部、議会議員との懇話会 

○保健福祉スタッフとの懇話会 

○地域のイベント参加（地区運動会やその後の懇親会、きらめきコンサートなど地域住民との親睦） 

 

【医師会関連】 
○新見医師会の講演会への参加 

○新見医師会が実施している休日診療所、準夜間診療所での診療 
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 評 価 
 

 研修前：下記提出 

・実習前アンケート 

 

 研修終了後下記内容の経験録提出 
・経験した内容、スケジュール表 

・習得した知識のまとめ、感想（レポート）、実習後アンケート（本人のへき地勤務する際の要望も

含む） 

 

 研修協力施設の指導担当者の一次評価 
・経験録についての評価 

・研修態度の評価 

・フィードバック 

 

 研修スケジュールモデル 

1 年目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

            

2 年目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

            

3 年目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

整形外科

※3 

その他 

※1 

耳鼻咽喉

科※3 

泌尿器科

※3 

その他 

※1 

その他 

※１ 

      

 

※１庄原赤十字病院、岡山大学病院、広島大学病院、渡辺病院での研修が可能 

 ※２岡山大学病院、庄原赤十字病院での研修が可能 

 ※３庄原赤十字病院 

 

 

 

 

救 急 科 ※２ 内科（外来・病棟）※１ 総合診療専門研修Ⅱ ※１ 

総合診療専門研修Ⅰ 哲西町診療所 内科（外来・病棟）※１ 小児科（外来・病棟）※１ 

総合診療専門研修Ⅰ  哲西町診療所 



地域医療医・総合医 養成プログラム   哲西町診療所/岡山大学病院/庄原赤十字病院/広島大学病院/渡辺病院 

 

 7 

 指導医紹介 

＜プログラム責任者・指導医＞  
総合診療専門研修Ⅰ 
佐藤勝（さとうまさる） 
岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 地域医療人材育成講座 教授 

昭和６３年自治医科大学卒業 島根県立中央病院内科研修                  

島根県隠岐の島町都万村国民健康保険診療所長                          

哲西町保健医療担当理事兼哲西町診療所長                         

新見市哲西支局参与兼哲西町診療所長を経て現在に至る                    

自治医科大学医学部臨床講師 鳥取大学医学部非常勤講師 新見公立大学学外実習指導講師   

日本プライマリケア学会評議員 

総合診療専門研修Ⅱ 

  岡山大学病院   大塚文男 

  庄原赤十字病院  鎌田耕治 服部宜裕 舛田裕道 

  広島大学病院   田妻進 溝岡雅文 横林賢一 

  渡辺病院     遠藤彰 

領域別研修：内科 

庄原赤十字病院   鎌田耕治 

  岡山大学病院   大塚文男 

  広島大学病院   田妻進 

領域別研修：小児科 

  庄原赤十字病院  原香住 

  岡山大学病院         塚原宏一 

領域別研修：救急科 

  岡山大学病院   氏家良人 

  庄原赤十字病院  太田淳一 

 

哲西町診療所 

TEL：0867-94-9224    FAX：0867-94-9223 

E-mail：clinic@ex.city.niimi.okayama.jp 

〒719-3701 岡山県新見市哲西町矢田３６０４番地 


